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龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
中
世
歌
書
に
つ
い
て

龍
谷
大
学
図
書
館
の
中
世
の
責
主
歌
書
の
多

く
は
写
字
台
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
写
字

台
文
庫
の
四
十
人
集
の
私
家
集
を
は
じ
め
、
勅

撰
集
、
歌
学
書
、
連
歌
書
が
そ
れ
で
あ
る
。
他

に
、
新
収
書
の
中
に
も
新
古
今
、
新
勅
撰
集
の

貴
重
書
の
類
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
、
四
十
人

集
は
、
小
津
草
庵
の
工
房
で
書
写
さ
れ
た
私
家

集
の
集
成
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
平
安
時
代
の

私
家
集
で
あ
る
。
こ
の
中
、
兼
行
集
の
み
は
中

世
の
私
家
集
で
あ
る
。
ま
た
、
写
字
台
文
州
の

隆
信
集
、
愚
見
抄
、
九
代
抄
、
を
は
じ
め
制
・
搬

要
略
、
制
小
点
認
、
和
歌
会
席
、
光
間
百
首
、

自
讃
歌
注
、
詞
字
注
、
湯
山
三
吟
等
の
欣
持
は

中
世
の
歌
書
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
こ

の
中
、
四
十
人
集
や
詞
源
要
略
、
和
歌
会
席
は

す
で
に
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
と
し
て
解
説
を
付

大
取

馬

け
て
刊
行
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
鰻
見
抄
、
詞

字
注
、
光
岡
百
首
、
九
代
抄
、
山
H
讃
歌
注
の
五

点
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
謝
貨
に
基
づ
い
て
貴

重
書
と
し
て
の
意
義
を
報
告
し
た
い
。

ま
ず
、
『
掛
見
抄
』
は
、
「
歌
の
読
み
か
た
」

「
定
家
卿
読
方
」
等
と
別
名
の
あ
る
鎌
倉
期
の
歌

学
書
で
、
愚
秘
抄
・
三
五
記
・
制
火
桶
な
ど
と

共
に
藤
原
定
家
に
仮
託
さ
れ
た
制
約
系
偽
丹
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容

は
、
本
と
す
べ
き
歌
の
さ
ま
の
論
、
諸
体
論
、

詠
歌
技
法
論
、
秀
歌
例
、
歌
人
評
な
ど
を
判
い

た
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
中
期
以
降
の
歌
高
史
的

状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
歌
書
で
あ
る
の

龍
大
図
書
館
所
蔵
本
(
図
升
昏
サ
O
二
一
・

三
四
三
)
は
、
縦
二
六
・
七
セ
ン
チ
、
横
二

0

セ
ン
チ
の
袋
綴
本
で
、
墨
付
一
一
二
丁
の
比
較
的 第36号

短
か
い
も
の
で
あ
る
。
一
二
丁
ウ
ラ
か
ら
一
三

丁
オ
モ
テ
に
か
け
て
次
の
奥
書
が
見
ら
れ
る
Q

建
保
四
年
十
月
十
三
日
終
功
半

遺
老
藤
原
朝
臣
定
家
判

弘
長
第
二
之
暦
南
呂
中
旬
之
候

以
祖
父
黄
門
自
筆
本
書
写
之

藤
原
朝
臣
為
氏
胃

謄
永
廿
七
年
十
月
十
四
日
以
秘
本
令

書
写
之
詑
可
秘
。
今
更
不
可
出
亙
中

深
可
証
之

子
時
文
正
元
年
♂
十
一
月
廿
四
日
寓
之
誌

文
明
六
年
三
月
廿
四
日

相
惇
真
増

右
の
奥
書
の
中
、
「
手
時
文
正
元
年
♂
十
一
月
廿

四
日
寓
之
誌
」
ま
で
は
本
文
と
同
筆
で
、
そ
の

後
の
「
文
明
六
年
三
月
廿
四
日
相
惇
真
増
」

の
相
伝
奥
書
は
別
筆
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
正

元
年
(
一
四
六
六
)
に
書
写
さ
れ
た
も
の
を
匹
、

増
な
る
人
物
が
文
明
六
年
三
四
七
四
)
に
相

伝
し
、
所
持
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
愚
見
抄
」
の
祐
本
は
、
時
雨
平
文
摩
本
を
は
じ

め
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
三
春
秋
凹
家
旧

政
本
、
早
稲
田
大
学
凶
書
館
本
等
が
あ
り
、
本

文
異
同
を
主
な
基
準
に
し
て
田
知
に
分
割
さ
れ

る
が
、
龍
谷
大
学
図
書
館
本
は
第
I
類
甲
本
に

分
類
で
き
る
。
ま
た
龍
大
本
の
価
航
は
現
存
誠

古
の
文
正
元
年
の
書
写
奥
書
を
有
す
る
こ
と
と

共
に
書
写
奥
書
に
よ
り
伝
来
経
路
が
明
ら
か
に

出
来
る
点
に
あ
り
、
そ
の
点
で
抗
重
本
と
い
え

L
E

晶、っ。次
の
『
詞
字
注
』
(
図
書
番
号
九
一
一
・
一
一

O

六
、
四
一
一
)
は
墨
付
五

O
丁
で
、
思
付
一
丁
表

に
「
写
字
台
之
蔵
品
」
の
長
方
刑
と
丸
引
の
蹴

書
印
二
轄
を
捺
す
写
本
で
あ
る
。
『
詞
字
注
」
は
、

他
に
類
の
な
い
孤
本
で
あ
る
。
当
該
本
は
、
「
祖

師
手
向
」
「
禁
中
御
会
欣
帯
」
「
詩
歌
会
」
「
俊
成

九
十
賀
記
」
の
四
番
と
共
に
一
冊
に
合
綴
さ
れ

て
い
る
。
『
詞
字
注
」
の
内
容
は
『
古
今
集
」
か

ら
『
新
古
今
集
」
ま
で
の
八
代
集
の
歌
三
二
二

首
を
抄
出
し
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
の

六
部
立
に
部
類
し
商
い
し
、
そ
れ
に
注
釈
を
施
し

た
勅
撰
集
歌
の
注
釈
番
で
あ
る
。
末
尾
に
次
の

奥
書
が
あ
る
。

本
孟

此
一
冊
、
従
古
今
始
之
代
ミ
集
の
う
ち
所
ミ

の
詞
注
之

尋
取
仰
尊
命
い
な
ひ
か
た
く
て
注
付
奉
る
者

也
、
定
壁

案
可
侍
五
恥
云
ミ
、

延
徳
三
年
秋
八
月
日
宗
祇
川

此
一
冊
去
年
夏
比
堺
ニ
在
沖
之
時
、
・
奥
州
塩

{八実
相
院
寄
道
執
心
之
条
、
数
日
制
訪
日
卜
、
以

第
志
被

見
さ
せ
ら
れ
し
詑
、
然
ヲ
令
市
vr宥
也
、
可

秘
ミ
ミ天
文
十
四
年
乙
巳
五
月
日

隆
朝
臣

主
源
ヰ
ア

加
本
骨
骨
写
仕
候
者
也

右
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
室
町
期
の
辿
歌
師
宗

祇
の
著
し
た
注
釈
脅
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
当
該
本
は
延
徳
三
年
(
一
問
九
ニ
宗
祇

に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
を
、
天
文
十
四
年

(
一
五
四
五
)
の
五
月
に
源
苧
慨
が
書
写
し
、
そ



の
後
更
に
書
写
さ
れ
た
写
本
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
宗
祇
の
勅
撰
集
注
釈
と
し
て
は
、
東
常
縁

講
釈
の
聞
書
で
あ
る
『
古
今
集
両
皮
肉
書
』
の

他
に
、
『
新
古
今
和
歌
集
問
書
」
『
十
代
抜
書
」

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
八
代
集
の
注
釈
を
し
た

も
の
と
し
て
は
本
書
以
外
に
は
知
ら
れ
て
い
な

・ν
そ
の
注
釈
の
あ
り
方
を
古
今
集
の
ニ
・
=
一
の

歌
の
誌
に
つ
い
て
『
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
』

と
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る

(
両
度
聞
替
の
本
文
は
片
桐
洋
一
帯
『
中
世
古
今

集
注
釈
害
解
題
一
二
』
の
本
文
に
よ
っ
た
て

A
(詞
字
注
)

2
袖
ひ
ち
て
む
す
ひ
し
水
の
氷
れ
る
を

春
立
け
ふ
の
風
や
と
く
ら
ん

ひ
ち
て
は
ひ
た
し
て
也
む
つ
ま
し
く

す
る
心
也

(
両
度
問
書
)

袖
ひ
ち
て
結
び
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を
春

立
つ
け
ふ
の
風
や
と
く
ら
ん

此
歌
よ
く
時
の
巻
頭
に
あ
た
る
也
。

実
に
朔
日
の
心
在
之
。
心
は
誕
の
ほ

ど
た
づ
き
は
り
つ
る
水
の
氷
ゐ
る
さ

ま
も
其
興
は
さ
る
こ
と
に
て
侍
つ
る

を
、
春
き
た
り
て
東
風
吹
と
く
さ
ま

な
ど
、
た
ち
か
へ
り
心
も
め
づ
ら
か

な
る
心
也
。
又
袖
ひ
ち
て
と
は
、
大

か
た
は
、
ひ
た
す
也
。
但
む
つ
ま
し

く
也
、
ν

四
季
を
よ
め
る
な
ど
い
ふ
事

は
不
用
之
。
只
光
陰
の
う
つ
る
由
也
。

む
つ
ま
し
き
人
の
お
も
は
ず
へ
だ
、

り
ぬ
る
も
又
む
つ
ま
し
く
な
る
世
の

こ
と
は
り
を
そ
へ
た
り
。

B
(詞
字
注
)

年
五
月
待
山
郭
公
打
は
ふ
き
今
日
も
な

か
な
ん
こ
そ
の
古
こ
ゑ

郭
八
ム
の
な
か
ん
と
て
羽
を
ひ
ろ
く
る

を
い
へ
り

(
両
度
聞
書
)

さ
月
ま
つ
山
ほ
と
と
ぎ
す
打
は
ふ
き
今

も
な
か
な
ん
こ
ぞ
の
ふ
る
こ
ゑ

打
は
ふ
き
は
、
な
か
む
と
て
羽
を
ひ

ら
く
や
う
に
す
る
を
云
。
又
は
、
あ

ま
ね
き
心
と
も
い
へ
り
。
五
月
ま
つ

は
、
卯
月
な
り
。

C
(詞
字
注
)

Z
天
河
粗
葉
を
橋
に
わ
た
せ
は
や
七
夕

つ
め
の
秋
を
し
も
ま
っ

秋
こ
と
に
わ
た
る
河
な
れ
は
紅
葉
を

は
し
に
わ
た
す
や
と
去
心
也
紅
葉
の

橋
と
で
は
な
き
也
此
歌
を
妙
て
尖
方

も
天
河
か
よ
ふ
浮
木
に
こ
-
P

て
は
ん

紅
葉
の
橋
は
ち
る
や
ち
ら
す
や
と
読

り
是
よ
り
又
紅
葉
の
橋
と
て
打
や
う

に
も
読
り

(
両
度
問
書
)

天
河
紅
葉
を
は
し
に
わ
た
せ
ば
や
七
夕

つ
め
の
秋
を
し
も
ま
っ

秋
ご
と
の
か
よ
ひ
な
れ
ば
、
紅
葉
を

績
に
わ
た
せ
ば
や
と
云
り
。
紅
葉
の

橋
と
で
あ
る
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

(
傍
線
筆
者
)

右
の
両
者
の
比
較
か
ら
見
る
と
、
古
今
集
歌

の
注
釈
で
は
、
多
く
は
『
古
今
和
歌
集
両
度
開

書
』
の
注
を
援
用
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

全
体
の
注
釈
の
あ
り
方
は
、
一
語
の
立
味
や
一
首

全
体
の
歌
の
心
を
は
じ
め
、
縁
語
等
、
修
辞
の

指
摘
を
主
と
し
て
い
る
。
注
釈
す
る
に
当
た
っ

て
は
定
家
の
『
顕
注
密
助
」
や
「
恨
案
抄
」
の

注
を
搾
用
し
て
い
る
場
合
も
多
く
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
次
に
例
示
す
る
古
今
集
歌
「
し
ら
な
み

の
」
の
注
で
は
、
定
家
を
尊
扶
し
、
そ
の
学
説

に
つ
ら
な
る
こ
と
を
強
調
す
る
よ
う
な
注
釈
も

見
ら
れ
る
。ヰ
し
ら
な
み
の
跡
な
き
か
た
を
刑
舟
も

風
ぞ
た
よ
り
の
し
る
べ
な
り
け
る

白
波
は
跡
な
き
と
い
は
ん
為
也
。
跡

な
き
か
た
に
漕
舟
も
、
風
の
た
よ
り

有
こ
と
を
わ
が
思
ふ
人
の
ゆ
か
り
な

ど
の
あ
る
に
、
こ
れ
に
こ
そ
我
以
を

も
っ
た
へ
い
は
め
と
す
こ
し
た
よ
り

の
出
来
心
也
c

又
云
、
跡
な
き
か
た

に
行
舟
も
風
ぞ
た
よ
り
な
る
物
を
、

吾
窓
に
は
た
よ
り
の
な
き
と
も
い
へ

り
e

清
輔
の
奥
儀
抄
に
は
此
儀
也
。

以
前
の
理
は
定
家
卿
の
注
也
。
何
も

同
事
な
が
ら
定
家
の
誕
を
も
っ
て
当

流
の
理
と
す
る
也
。

こ
れ
ま
で
宗
祇
の
八
代
集
の
注
釈
脊
は
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
奥
書
と
注
釈
内
容

か
ら
検
証
す
る
と
、
当
該
の
『
詞
字
注
』
も
宗

鼠
の
勅
撰
集
注
釈
書
の
一
つ
に
加
え
得
る
書
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で
貴
重
な
も
の
と
考
え
ら
れ

る。
ま
た
『
光
開
百
首
」
は
、
「
顕
誓
.h首
」
と
も

呼
ば
れ
、
蓮
如
の
子
蓮
警
の
第
九
子
顕
誓
(
兼

願
、
光
開
坊
と
も
)
の
百
首
歌
で
あ
る
。
こ
の

『
光
間
百
首
」
は
も
と
も
と
光
附
坊
顕
替
の
も
う

一
つ
の
著
作
『
今
古
独
語
」
両
冊
の
上
巻
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
顕
習
が
安
心
相
違

の
謙
を
受
け
て
播
府
の
英
貿
に
艶
肘
を
命
ぜ
ら

れ
て
い
た
聞
の
、
永
禄
十
年
二
五
六
六
)
十

月
か
ら
十
二
月
の
聞
に
誠
ま
れ
た
詠
歌
で
あ
る
。

「
今
古
独
泊
」
の
文
中
に
も

こ
、
に
十
月
廿
目
、
予
が
病
み
は
れ
ゆ
く

晩
、
往
事
を
思
ひ
、
和
歌
を
詠
吟
す
。
そ

れ
よ
り
阿
き
廿
五
日
に
い
た
る
ま
で
、
漢

和
を
ま
じ
へ
、
十
三
行
所
解
の
趣
き
準
に

ま
か
せ
て
し
る
す
。
そ
の
、
ち
廿
八
日
よ

り
、
時
々
の
頓
作
を
舟
あ
つ
め
て
、
九
十

九
首
に
を
よ
ぴ
、
先
百
行
に
一
行
を
の
こ

し
、
筆
を
さ
し
を
さ
侍
る
刷
、
計
川
持
来
て

い
は
く
(
後
略
)

と
本
百
行
の
成
立
に
関
す
る
記
事
が
見
ら
れ
る
。

九
十
九
首
に
一
首
を
加
え
て
川
首
と
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
二
河
嘗
の
入
者
百
訟
に
恥
じ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
本
汀
行
の
巻
末
に
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
作
者
顕
秤
が
利
欣
の
道
に
入

り
、
歌
を
暗
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

も
、
本
文
中
で
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

予
イ
ト
ケ
ナ
カ
リ
シ
時
ト
ク
サ
ケ
ヨ
(
千

代
ヲ
コ
)
メ
タ
ル
春
ナ
レ
ハ
ト
梅
ノ
花
ヲ

ヨ
ミ
侍
シ
ソ
ノ
コ
ト
ノ
柴
ヲ
ア
ハ
レ
ミ
般

嶋
ノ
道
ニ
ス
、
メ
入
給
ソ
レ
ヨ
リ
ハ
シ
メ

テ
コ
一
十
一
モ
シ
ノ
コ
ト
ノ
葉
そ
心
ヲ
カ
ケ

イ
マ
老
ノ
後
ノ
ナ
ク
サ
ミ
ト
ナ
リ
侍
ル
ユ

カ
リ
ノ
露
モ
カ
ウ
ハ
シ
ク
ム
カ
シ
ノ
風
モ

ナ
ツ
カ
シ
ウ
覚
侍
ウ
ヘ
御
オ
ト
、
小
倉
大

-?-
】



納
言
争
桜
W
-一
論
語
ノ
訓
説
ヲ
(
ウ
)
ケ

奉
和
寄
ノ
道
マ
テ
モ
カ
タ
リ
出
タ
マ
ヒ
遺

遥
(
院
内
府
ノ
)
御
点
ナ
ト
申
・
ウ
ケ
侍
シ

古
ノ
事
マ
テ
ヒ
(
ト
リ
コ
ト
)
シ
テ
カ
キ

ツ
ケ
侍
ル
ナ
ラ
ン

こ
れ
に
よ
る
と
顕
警
は
、
か
つ
て
遣
選
院
三

条
西
実
隆
の
添
削
も
受
け
た
こ
と
が
あ
る
ら
し

く
、
直
接
中
央
歌
壇
の
歌
人
と
も
つ
な
が
っ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
む
本
百
首
に
は
、
弥
陀

に
よ
る
救
済
を
信
じ
て
疑
う
こ
と
の
な
い
顕
哲

の
、
弥
陀
に
対
す
る
信
敬
恋
慕
の
思
い
を
直
接

詠
み
あ
げ
た
も
の
が
多
い
c

龍
谷
大
学
本
(
図

書
番
号
O
一
二
・
二
二
七
)
の
仮
綴
本
は
、
欠

損
部
分
、
及
び
判
読
不
明
箇
所
が
多
い
が
、
天

正
十
四
年
(
一
五
八
六
)
の
現
存
最
古
の
写
本

で
あ
り
、
貴
重
で
あ
る
。

次
に
『
九
代
抄
』
は
、
室
町
期
の
連
歌
師
牡

丹
花
肖
柏
の
撰
集
し
た
勅
撰
集
の
秀
歌
撰
で
あ

る
c

文
亀
三
年
二
五

O
三
)
一

O
月
の
成
立

で
、
後
撰
集
か
ら
続
後
撰
集
に
至
る
九
つ
の
勅

撰
集
か
ら
秀
歌
を
選
び
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
・

恋
・
雑
の
六
つ
の
部
立
に
再
編
成
し
た
も
の
で

あ
る
ε

こ
れ
に
は
歌
本
文
だ
け
の
も
の
と
、
そ

れ
に
加
注
さ
れ
た
も
の
と
の
二
種
が
あ
る
。
龍

谷
大
学
本
(
図
書
番
号

Q
二
・
三
四
一
、
こ

は
歌
本
文
だ
け
の
零
本
で
、
室
町
後
期
に
書
写

さ
れ
た
写
本
で
あ
る
。
本
文
は
、
春
部
と
、
夏

部
の
前
半
を
欠
い
て
い
て
、
夏
部
の
途
中
の
次

の
歌
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

花
な
れ
や
と
山
の
春
の
朝
ぼ
ら
け
嵐
に
か

ほ
る
み
ね
の
白
雲

式
子
内
親
王

た
か
き
こ
の
尾
上
の
桜
た
つ
ぬ
れ
は
す
円
こ

の
に
し
き
い
く
へ
か
す
み
ぬ

本
書
の
末
尾
に
は
次
の
向
柏
の
元
奥
舎
が
見

ら
れ
る
。右
一
冊
従
後
撰
集
至
続
後
撰
集
遮
眼

銘
肝
之
作
書
者
一
千
五
百
首
九
代
抄
也

送
春
錯
尽
秋
漏
而
閑
窓
勅
之
専
為
老

慣
之
難
堪
崎
博
覧
又
思
童
蒙
之
不
及
深

求
耳文
亀
第
三
暦
孟
冬
上
旬
弄
花
軒
肖
柏

『
九
代
抄
』
の
諸
本
は
片
山
享
氏
が
奥
書
の

署
名
や
歌
願
の
異
同
等
を
基
準
に
し
て
三
類
に

分
類
さ
れ
て
い
る
が
(
片
山
事
「
『
九
代
抄
」
に

つ
い
て
」
〈
『
甲
南
同
文
」
第
二
八
号
・
一
九
八

一
年
〉
、
同
「
『
九
代
集
抄
」
解
説
」
〈
『
九
代
集

抄
』
、
古
典
文
庫
第
四
三
五
冊
、
一
九
八
二
年
〉
)
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
龍
谷
大
学
図
書
館
本
は
東
洋

文
康
岩
崎
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
等
と
同
じ
く

第
三
類
の

A
系
統
に
分
類
さ
れ
て
い
る
Q

龍
谷

.
大
学
図
書
館
本
は
春
部
と
、
延
部
の
一
部
と
を

欠
く
零
本
で
は
あ
る
が
、
そ
の
来
日
写
時
期
が
成

立
時
期
に
比
較
的
近
い
も
の
で
あ
り
、
宰
一
町
期

書
写
の
数
少
な
い
伝
本
で
あ
る
点
で
貫
主
で
あ

る
が
、
そ
の
他
に
、
歌
に
付
さ
れ
て
い
る
注
記

か
ら
第
三
類
本
の
原
初
形
態
を
知
り
得
る
写
本

で
も
あ
る
点
で
貴
重
な
伝
本
と
考
え
ら
れ
る
¢

最
後
の
『
自
讃
歌
注
』
{
図
書
帯
サ
O
一
二
・

三
五
七
)
は
、
『
百
人
一
首
』
と
合
綴
さ
れ
た
袋

綴
の
一
冊
で
、
表
表
紙
見
返
し
に
長
方
形
の

「
写
字
台
之
蔵
書
」
の
朱
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
て

い
る
。
裏
表
紙
見
返
し
に
は
次
の
奥
書
が
あ
る
。

此
一
本
雄
為
秘
本
依
所
望
書
写
畢

子
時
明
応
五
年
二
月
八
日

自
讃
歌
は
、
後
鳥
羽
院
以
下
の
新
古
今
当
代

歌
人
一
七
名
各
一

O
首
の
、
計
一
七

O
首
の
秀

歌
撰
で
あ
る
。
撰
者
は
後
鳥
羽
院
と
さ
れ
て
伝

わ
っ
て
い
る
が
、
未
詳
で
あ
る
。
こ
れ
に
室
町

時
代
以
降
多
く
の
注
釈
書
が
著
さ
れ
る
が
、
そ

の
中
、
当
設
本
は
冷
泉
持
為
の
門
弟
で
あ
っ
た

木
戸
孝
範
(
生
没
年
未
詳
、
文
亀
二
年
〈
一
五

O
二
〉
以
後
没
)
の
著
し
た
注
釈
書
で
あ
る
の

木
一
戸
孝
範
の
吋
自
讃
歌
注
い
は
、
そ
の
伝
本
が

十
本
程
度
現
存
し
て
い
て
、
広
本
系
・
略
本
系

〈

〉

研

究

概

要

報

に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
寵
大
図
書
館
本
は
広

本
系
に
分
類
さ
れ
る
。
当
該
本
は
、
奥
書
を
今
日

め
全
て
一
筆
で
書
写
さ
れ
て
お
り
、
明
応
五
年

ご
四
九
六
)
当
時
の
害
写
本
と
し
て
認
め
て
よ

い
よ
う
に
思
わ
れ
、
著
者
孝
範
の
在
世
時
の
書

写
本
と
し
て
貴
重
な
伝
本
と
い
え
る
ョ

以
上
、
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
の
中
世
歌
書
五

点
の
書
写
本
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
略
述
し
て

き
た
G

そ
の
理
由
は
各
々
に
異
つ
て
は
い
る
が
、

こ
の
五
点
は
学
術
的
な
意
味
で
特
に
貴
重
な
中

世
歌
書
と
一
言
い
得
る
も
の
で
あ
る
。

正ヒ
仁I。

平
成
二
十
四
{
二

O
二
二
年
度
本
研
究
所
の
研
究
計
画
は
、
指
定
研
究
二
件
{
継
続
一
、
新
規

一
)
、
共
同
研
究
四
件
(
継
続
二
、
新
規
二
て
常
設
研
究
三
件
(
継
続
一
、
新
規
二
)
、
特
別
指
定

研
究
三
件
(
継
続
三
)
、
そ
し
て
個
人
研
究
二
件
(
新
規
二
)
が
設
置
さ
れ
、
合
計
十
四
件
の
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
構
成
さ
れ
た
。
次
に
示
す
よ
う
な
具
体
的
な
計
画
の
も
と
、
総
研
究
員
数
二
二
二

名
の
協
力
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
。

研
究
或
巣
と
し
て
、
「
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
」
第
五
十
一
集
に
共
同
研
究
ほ
か
の
六
遍
な
ら
び

に
恒
例
の
本
研
究
所
講
演
会
の
講
演
記
録
を
収
め
た
の
仏
教
文
化
研
究
叢
書
と
し
て
は
、
「
日
本
仏

教
史
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
同
辺
(
責
任
編
集
者
赤
松
徹
健
氏
)
」
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
龍
谷

大
学
善
本
哉
書
の
「
西
本
願
寺
宗
意
惑
乱
一
件
史
料
第
一
巻
」
(
責
任
編
集
者
平
田
原
志
氏
)
と

仏
教
文
化
研
究
叢
害
の
三
大
乗
荘
厳
経
論
」
第
間
章
の
和
訳
と
注
解

l
供
養
・
師
事
・
無
量
と
く

に
非
無
量

l
」
(
責
任
編
集
者
能
仁
正
顕
氏
)
の
二
冊
も
ま
も
な
く
出
版
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

永
年
の
研
究
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

司
、
u

A
指
定
研
究
(
龍
谷
大
学
図
書
館
磁
の
貴
重
書
の
研
究
・
出
版
)

ー
、
日
本
語
日
本
文
学
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
中
世
歌
書
の
研
究
(
二
年
次
)

主
任
・
大
取
一
同
研
究
員
三
六
名

(
研
究
の
目
的
)
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
年
目
で
は
善
本
叢
書
に
収
め
る
べ
き
典
籍
「
光

附
百
首
」
「
愚
見
抄
」
「
詞
字
注
」
「
後
鳥
羽
院
自
讃
歌
註
」
「
九
代
抄
」
の


